
ロ シア極東 地方 と北海道 の先 史文化 交流 につ いて

山田悟郎 (北海道 開拓記念館)

1｡は じめ に

後期更新 世兼以降 か ら19世 紀 までの北海道 と大陸極 東 との間 には､ 陸橋 を とお した

旧石串文化 の流入､ 北海道産 黒輝石 の大陸へ の移動 をは じめ と した数多 くの関わ りが

見 られ る｡ なか でも 3-4世紀 境の鈴谷式土 器文化 の南下や､ 続 く5-6世紀 か ら10

世紀 頃の間 に主 にオ ホーツ ク海沿岸 で展 開 され たオホーツ ク文化集 団の南下､ それ に

伴 った大陸系遺物 の流入､ そ の後 にサハ リンアイヌを媒介 と して19世紀 兼 まで続 いた

｢山丹 交易 ｣ による ｢蝦夷錦 ｣ と呼 ばれ た中国製綿織物､ 青 玉の流入 といった､ 北海

道 と大陸極 東 との間 で行われ た物資 の移動 が注 目され る｡

現在､ 私 が所属 している北 海道開拓記念館 では平成 2年度 か ら5年計画 で ｢北 の歴

史 ･文化 交流研究事 業｣とい う海外 交流事業 を行 っている｡ この事業 の 目的 は､ サハ

リン州郷土 博物館､ ハバ ロフ ス ク州郷土博物 館､ ロシア科学 ア カデ ミー極東支部極東

諸 民族歴 史 ･考古 ･民族学研 究所､ 中国黒竜 江省文物 管理委員会 ｡同省 博物館 の 4機

関 と共 同で､ ｢オ ホーツ ク文化｣お よび ｢山丹交易｣の実態 を明 らかに しよ うとす る

もの であ る｡ ここでは､ ロシア国 内 での調査 結果 を基 に､ 現状 の報告 をす る｡

2｡ウル ツプ島 での発掘調 査

1991年 6月 6日か ら25日ま での20日間､ サ ハ リン州 郷土博物 館 が主催 した中部千 島

列 島の ウル ツプ島 ア リュー トカ湾岸 遺跡 で行 われ た発振調査 に参加 した｡ 発振謝査 に

は ア ラスカ州 コデ イア ック島 を中心 と して活 動 してい るコデ イア ック ｡エ リア ･ネイ

テ ィブ ｡ア ソシエ ー ション (KANA)や カナ ダ ･

ブ リテ ィ ッシュコロ ン ビア大学 の研 究者 も参 加

し, 我 々を含め 4カ国か らの参加者 による共

発 掘調査 となった｡

発掘調査 が行われ たのは18世紀-19世紀 に

島列 島開発 の ため入植 した ロ シア人 の遺跡 で､

同

千

.
上

叫～ 'r

ア リュー トカ湾 に面 し 丘段の級前m01育襟た

と､ その前 面 に発達 した砂丘 上 に位 置 してい る

(第 1回､ 第 2図)｡ 千 島列 島開発 は18世紀 に … g
入 ってか ら､ ロシア人 によっ て設立 され た霧 米

会社 によっ て行われ､ 千 島列 島 での ラ ッコ等 の

海 獣狩猟 の ため アラスカや ア リュー シャン列 島

に居住 して いた コデ イア ック ｡エ ス キモ ー､ ア

リュー トな どが雇用 され､ ア リュー トカ湾岸 に 辞 1固 位 置 図
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はロシア人の住居跡や コデイアック ･エ

スキモー等の竪穴住居跡､ ウニの殻や海

獣骨を主 とした月壕が残され ている｡

この発輪 に参加す るほかに､ 我々には

同島を訪れ たもう一つの 目的があった｡

ウル ツプ島は1875年 に締結された樺太 ･

千島交換条約によ り日本領 となっていた

ものの､ 1900年に締結されたオ ッ トセイ

保護条約に基づき､ 1915年か ら同島を含

む中部千島は海獣保護等のため民間人の

立ち入 りが禁止され ていた｡ そのため､

戦前には商千島と北千島には 日本の考古

学者が訪れ て発掘鍋査が行われ､ 先史時

代の大まかな状況が把撞され ていたが､

中部千島は考古学上の空自地帯 となって

いた｡

我々としては､ 北海道で展開され た先

史文化のどの時期のものが中部千島まで

分布を広げていたかを確認 したいという

も う一つの 目的があったのである｡

ア リユー･トカ湾岸 での発掘調査は1981 穿2固 発掘区 (Aが税縄文式土再出土地点)

年か らサハ リン州郷土博物館 とソ連邦地

理学協会サハ リン支部によって行われてお り､ V.0.Shubin(1985､1987､ 1990)や V.

0.Shubin･V.0.Shubina(1986)によ り､ 18世紀か ら19世紀にかけて数度にわたってロ

シア人による開拓が行われていたこと､ それ は第 1植民期 (1768-1785)､ 第 2植民

期 (1795-･1805)､ 第 3植民期 (1828-1877)に区分 されることが明 らかにされ てい

る｡

この年の発掘調査 は砂丘上 で行われ､ 内部 に石組の炉をもった4軒の塵穴住居跡､

円形に浅 く掘 り込まれた鍛冶遺構､ 土墳墓などが確総 されたとともに､ 18世紀未か ら

19世紀のイギ リス興や ロシア興の陶磁器､ ランプ､ 鉄鏑､ 古銭､ 船井､ 鉛井の鋳型､

フ リン ト銃用のフ リン ト､ 窓 ガラスの代用に使われた雲母片､ 皮革興品の断片などが

出土 した｡ 出土 した陶磁器の製作年代か ら､ 発掘され た遺構 ･遺物は第 3植民期に残

された可能性が強い｡

我々のも う一つの 目的であった北海道の先史文化に関わる遺跡は､ ロシア人の集落

跡か ら北に約200m離れた地点の段丘上に位置 していた｡ 1981年か らの発掘訴査 で振 り

上 げ られた発振区の壁面に､ 下部の粘土を振 り込んだ 3軒の塵穴住居の断面が斉 出し

てお り､ 床面上か ら土半片 と石器､ 石片を採取することが出来 た｡ 表土か ら床面 まで

は約 1mの深さがあ り､ 理横土中には数枚のテフラが挟在 していたが噴出源 と噴出年
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代 は不明である｡ ただ､ 最上部の練灰色テフラは19世紀に造 られた住居跡などの遺構

直下に堆積 していることか ら､ それ に近い時期の噴出 と考 えられ る｡

出土 した土器片には､ 細かな斜行縄文が施 されたものが多 く､ 口綾部 に細い縄 目の

圧痕が縦 ｡斜め方向に施 され たもの､ 波状 口線の口唇部に純線文を巡 らし､ 細かな斜

行縄文を施文 した口線部に､ 口浄内部か ら貼癖文の下 にかけて縄線文を施 したものな

どがある (第 3図)｡ その特徴か ら北海道東部に分布 した的2､000年前境の､ 続純文時

代下田ノ択1式､ 同 2式土器の破片 であると推定され ている (右代ほか､ 1992)0

戦前の調査に

よ り南千島のエ

トロフ島まで分

布が確認 され て

いた続絶文時代

の遺跡は､ 潮流

が速い海峡 を越

えて対岸の ウル

ップ島まで分布

していたことが

確路できたので

ある｡

3.アム ール

川下流域 での発

掘調査

｢
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｣
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芳3囲 ウル ツプ島か ら出土 した続縄文式土器

ハバロフスク

州郷土博物館が主催 したアム ール川下流域での遺跡発掘調査に参加するため､ 1992年

9月中旬か ら10月初旬 までロシアを訪れた｡ 我 々はアム ール川河 口で, 6世紀か ら10

世紀にかけて北海道北部､ 東部に展開されたオホーツ ク文化の形成にかかわるなん ら

かの手がか りが得 られるのではないかとい う期待をもっていた｡ しか し､ 交通手段や

宿泊設備が整備 され ていない ことか ら､ ハバ ロフスク市か ら遺跡までの往復に､ 宿泊

可能な小型船 を使用 したことによ り12日を要 し､ 遺跡 に滞在できたのは 6日間程度で

あった｡

発掘が行われていた遺跡はカルチ ヨームⅢ遺跡で､ アムール川河 口か ら約200km上流

の､ ウデ リー湖岸に位置す る｡ 新石器時代お よび初期鉄器時代の遺構､ 遺物が出土す

る遺跡で､ シベ リアカうマツが主 となった タイガでおおわれた､ 湖に面 した比高約 2

- 3mの微高地上に約100基ほどの竪穴群が分布 している (第 4､ 5図)｡

7月中旬 か ら始め られた発掘謝査 で､ 櫛 目の ジグザ ク文を施文 した土器をもつ新石

器時代のヴオズネセ ノフカ文化の竪穴住居 1軒､ それ に重複 した初期鉄器時代のク リ

ル文化の塵穴住居 1軒､ 発掘 区の北側か ら新石器時代の竪穴住居の一部が確徹 されて
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葬4固 位置図

芳 5固 カル チ ョ-ムⅢ遺跡の住居地群

いた｡ ヴオズネセ ノフカ文化 の竪穴住居 は円形 で直

径 が約11m､ 壁沿 いに低 いベ ンチ状の構造 をもつ｡

ク リル文化 の竪穴住居 は約 8×8mのほぼ方形 なも

の で､ 床面 か らは中央の炉､ 貯蔵穴 な ども碓憩 され

ている｡ また､ ク リル文化の竪穴住居 は､ ヴオズネセ ノフカ文化の竪穴住居が廃棄 さ

れ た後の建地 を利用 して構築 され たものであ る｡

発掘 区土壌断面の各層 と文化期の関係 は､ 上か ら各 時期の遺物が混 じって出土す る

表土の Ⅰ膚､ Ⅱ層 は鉄器時代 の遺物包含膚 である茶褐色土層､ Ⅲ膚 は初期鉄器時代の

遺物包含層 である暗茶褐色土層､ Ⅴ層 は新石希時代 と初期鉄器 時代遺物 の混在層 であ

る炭化物混 じりの黒色土層､ Ⅶ層が新石器時代の遺物包含層 で､ 上下のⅣ層 とⅥ層 は

増水時に地積 した黄褐色砂礎層 であ る｡

発掘がほぼ完 了 していたことか ら､ 我 々の課題 と関連す るⅤ層～ Ⅰ層 までの各遺物

包含層か ら出土 した辻物の謝査 にと りかかった｡ 紙 で梱包 され た多量の遺物の開梱 を

繰 り返す過程 で､ 北海道 との関係 を示す 5片 の土器片 を見つけだす ことができた｡ Ⅰ

層お よび Ⅱ膚下部の 出土物 中にはサハ リン南部か ら宗谷海峡に面 した北海道北部 を分

布 圏 とす る､ 口綾部 に撚紐圧痕文や 刻線 で菱形文様施文 され た鈴谷式土器片 3片が､

Ⅱ層 中の出土物 には北海道北部 に分布域 をもつ続縄文時代前半 の撚糸文が施文され た

土器片 2片が混 じっていた｡ これ らの土器片 はク リル文化お よび鉄器時代の琳韓文化

系 の過物 と共 に振 り上 げ られ たもの で､ 北海道お よびサハ リン南部の土器文化 との間

になん らかの関連があったことは明かである｡ 北海道 との賄係 を示す土器片は第 6図

に示す とお りで､ 1-3が鈴谷式土器片 で､ 4-5が続縄文時代前半の土紫片 である｡

鈴谷式土器の遺跡 はサハ リン南部や北海道北部 に分布す るものの､ 土器は北海道 中

央部の江別市､ 札幌市､ 余市 町などの北海道 中央部の続縄文時代後半の遺跡か らも出
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4 J 5

0 10cm

昇6固 カルチ ヨームⅢ遺跡か ら出土 した鈴谷式土器

と続縄文式土器

土 してお り､ 続縄文文

化の集団 との間になん

らかの交流があったこ

とを示す ものとなって

いる｡ 鈴令式土器の時

代は約 3-4世紀 頃と

推定され ている (右代､

1991)0

い くぶん後の4-5

世紀頃には北海道 を分

布圏としていた続縄文

時代後半の江別式 C2､

D式土器が東北地方南

部 まで分布域を拡大 し

た現象がみ られ､ 秋田

県能代市寒川 Ⅱ遺跡で

は検出された 6基の土

墳墓の内5基には江別式C2､ D式土器が副葬 されていた (小林､ 1991)｡ 3-5世紀

頃は吉野 (1982)､ Sakaguchi(1982)によ り相対的に寒冷であったと指摘され ている

時代にあた り､ 東北地方では津軽平野にまで達 していた稲作前線が宮城県付近 まで南

下 している｡ このよ うな鈴谷式土器の南下や江別式土器の東北地方への南下は気候の

寒冷化 に伴 ったもの ととらえ られてきた｡

しか し､ この頃には逆の現象も見 られ る｡ 東北地方の弥生時代終末期の天王山式土

器 などが北海道中央部石狩低地帯 まで北上 してお り (上野､ 1992)､ 江別式土器 はと

の頃サハ リン南部にも分布域 を拡大 している｡ この場合は北上 であ り､ アム -ル川下

流域か ら出土 した鈴各式土器や続絶文時代前半の土器片も同 じよ うな流れの中で北上

したものであろう｡ これ まで､ この時期には大陸文化がサハ リン, 北海道へ と南下 し

た可能性が指摘 され ていたが､ 北海道､ サハ リンを分布域 とした土器文化が北上 して

いたことが考 えられ ることはなかったのであ る｡

鈴令式土器系の集 団とアム ール川下流を分布域 とした鉄器時代のポ リツエ文化 また

は琳鞠文化 の集団との接触が, その後に出現す るオホーツク文化の形成 に影響を与 え

たことが考 えられる｡ この時期にみ られ る土器文化圏の南北-の拡大は､ 単に気候の

寒冷化 だけでは鋭明はできず､ オホーツク文化の形成 などを含めた今後 の検討課題 と

なっている｡

なお､ カルチヨームⅢ遺跡のウ リル文化期の竪穴床面か ら採取 した炭化物の14C年

代 は1,710±30B.P.y.(TK-956)､ 2,040±40B.P.y.(TK-957)､ ヴオズネセ ノフカ文

化期の竪穴 に伴 う炉跡付近か ら採取 した炭化物か らは3,520±50B.P.y.(TK-958)とい

った､ 概ね各文化期の推定年代範囲内の年代値が得 られている｡
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5)女真文化期 (12-13世紀)

シャイギン ･ガラデイツシェか らはオオムギ､ コムギ､ キビ､ アワ､ ソバ､ 小

豆､ エン ドウ､ ベニバナが､ エカテ リノフカ遺跡か らはオオムギ､ キビ､ アワ､

小豆､ エン ドウが､ イズベス ト･コバヤ遺跡か らはオオムギ､ コムギ､ キ ビ､

アワ､ ソバ､ 小豆､ エ ン ドウ､ ライムギが､ アナニエフカ ･ガラデイツシェか

らはオオムギ､ コムギ､ キビ､ アワ､ ヒエ､ モ ロコシ､ ソバ､ ライムギ､ 小豆､

エン ドウ､ エ ゴマが出土｡

上記の栽培種の内小豆についてはYanushevich(1990)によ り大豆 とされたものであ

るが､ 大きさ及び子葉の初出葉の形態観察結束か ら､ 大豆ではな く小豆であることが

明 らかになったものである｡ また､ アナニエフカ ･ガラデイツシェか らの ヒエについ

ては､ アワ ｡キビと分徹 され ていたものの中に含まれ ていたもので､ これまでヒエが

出土 したとした報告がな く､ アワ ･キビと娯徹されていたものである0

これ らの遺跡か ら出土 したオオムギの計測平均値を､ これまでに道内および本州東

北地方出土のオオムギの計測平均値 をプロッ トした図に記 したのが第 7図で､ 計測値

か らは北海道北 ･東部のもの とほぼ同じグル ープにまとめることが可能 である｡

さて､ 帯金具､ 鍔 などの晋綿製品､ ガラス玉､ 軟玉製円盤形垂飾､ ブ タの飼育 など､

それまでの北海道には見 られなかった大陸文化の影響が見 られ るのはオホーツク文化

の過跡が出現する 6世紀頃か らで､ オホーツク文化の要素が擦文文化に吸収され る10

世紀初頭頃二には大陸文化の影響は薄れる｡ ところで､ オホーツク文化の遺跡か ら出土

した大陸系の遺物のなかで､ 沿海地方か ら渡来 したものとしては激海系 とされる土器

などがわずかに見 られるだけで､ 青鋼製品､ ブタの飼育などを代表 とす る大陸系文化

要素の多 くは､ 4世紀か ら9世紀頃までアム ール川中流域に展開された琳鞘 ･同仁文

化のなかに見 られる (菊池､ 1976､ 1978､ 1990)｡ また､ 加藤 (1985)によると琳輯
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2.札前遺跡 (山田 .椿坂.1989b) 20 5.0 2.7 2.0 】

3.K441北34粂地点 (吉崎,1989) 2 4.2 2.9 2.3

4.%JLEZhiBH (G.CmwEord,1987) 1 5.1 3.8 2,9

5.香川6遺跡 (吉崎.19888) 1 4.9 3.1 2.5

6.十勝太若月遺跡 (後藤,1974) 50 4.8 3.0 2.4

7.江刺貫遺跡 (佐藤.l984) 100 5.53 2.83 2.23

8.五庵1遺跡 (松谷,1986) 10 4_39 2.85 2.44

9.五庵Ⅲ遭跡 (佐藤.1986a) 12 6.43 3.39 2.84

10.古館 Ⅲ退跡 (佐藤.1986b) 10 4.93 2.07 2.62

ll.李平下安原遺跡 (浪岡.1987) 50 5.3 2.6 2.21.812.川越市第-中学校敷地内追跡 (直良.1956) 100 5.0 2.3

13.下北原遺跡 (直良,1956) 1.OHO 5.0 2.7 2.2 .

(長さ)

(離号は表の漣跡番号に対応｡ ●北海道 ･東北地方､ ○ ロシア沿海地方の過跡出土)

斧7固 各遺跡か ら出土 したオオムギの計測平均値プロッ ト図
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4｡ロシア沿海地 方 出土の穀物 と北海道北 ･東部 出土 の穀物 につ いて

明治時代 まで水稲 稲作栽培 が行われ た ことが な く､ 農耕生産物 とは無 線 であ っ たと

され てきた北海道 で も､ 最近 の発掘 細萱 の進展 によ り8世紀 か ら12世紀 頃 までの擦文

時代 に雑 穀 農耕 が行 われ てい た ことが明 らか にされ て いる (吉 崎､ 1992､ 山田､ 1993)

｡ また､ 9世紀末頃 の網走市 ニ ッ岩 遺跡 か らオオム ギ､ キ ビ､ ア ワな どが出土 し､ 大

陸文化 との 関連が強 く海獣狩猟 ･漁労 を生業 としてい た とされ ていた､ オ ホー ツ ク文

化 期 の集 団 も雑 穀 とは無関係 ではなか った証拠 も得 られ ている (山田ほ か､ 1991)0

また､ 最近 発掘訴査 され たほぼ8世 紀 境 と推 定 され るオホー ツ ク文化 の宗谷管 内枝幸

町 目梨泊遺跡 の土墳 墓 か らは､ 多 くの大陸系､ 本州系 の金属器 が 出土 した とともに､

住 居跡 か らはオオム ギや キ ビ､ ア ワが 出土 している (兼報告)｡

道 内の遺 跡 か ら出土 した多 くの栽 培植物 の 中でもオ オムギにつ いては､ 北海道 北 ･

東 部 か ら出土 したもの と､ 中央部お よび西南部 か らの もの とで は形態 的特徴 が異 なる

こ ともあき らか とな っている (山田ほか､ 1991)｡ 中央部お よび西南部 のオオム ギは､

佐 藤 (1986a～C)､ 松谷 (1986)､ 浪 岡 (1987)な どによっ て報告 され ているよ う

な､ 東北地 方 にお け るほぼ 同時期の遺跡 か らの もの と轍似 した計測値 ･形態 を示す が､

東 ･北部 か らのオオム ギにつ いては 日本 国 内 では殆 ど類例 が見 られず､ Yanushevich

(1990)で報告 され ているロ シア沿 海地方か ら出土 しているもの に計測値 ･形態 に擬

似 す る｡ したが って､ 北海道 北 ･東 部 か ら出土 したオ オムギについては大陸 との 関係

を含め て検 討す る必 要が生 じた｡

幸 いに1993年 8月 か ら9月 までの 2カ月間､ ロシア沿海地方 か ら出土 した穀物 が保

管 され てい る ロシア科学 アカデ ミー極東支部極東諸民族歴 史 ･考古 ･民 族学研究 所 に

滞 在 し､ 初 期鉄器 時代 か ら女 真文化 期 までの12遺跡 か ら出土 した栽培植物連体全 てを

謝 査す るこ とが できた｡

沿海地方 の初期鉄 器 時代 か ら女真 文化 までの各文化 期 は現在 の ところ下記 のよ うに

締 年 され､ 各文化期 の遺跡 か らは次 にあ げる栽培植物 が 出土 している こ とを確徳 した｡

1) ヤ ン コフスキ ー文化期 (紀元前 6-5世紀 嘆)

マ ラヤ ･パ ドシェスカ遺跡 の ヤ ンコフ スキ ー文 化期の遺物包含層 か らオオム ギ､

コム ギが 出土｡ これ について､ オ リギ ン文化期 の もの であ るとの指摘 があ った｡

2)クロ ノフカ文化期 (紀 元前 4-紀元 3世紀 頃)

クロ ノフカ遺 跡の住居 内か らオオム ギ､ コムギ､ キ ビが､ コル サ コフ遺跡 か ら

オオム ギ､ キ ビが､ セ ミ ｡ビヤ トナ Ⅰ遺跡 か らオオム ギ とキ ビ､ セ ミ ･ビヤ ト

ナⅢ遺跡か らオオムギ､ キ ビ､ エ ゴマ､ 小豆､ エ ン ドウが 出土｡

3)オ リギ ン文化 期 (紀元 5世紀 -6世紀 頃)

シニ ア ｡スカ リ遺跡 か らオオ ム ギ､ キ ビが､ マ ラヤ ｡パ ドシェスカ遺跡の 当文

化期 の遺物包 含層 か らオオム ギが出土｡

4)劫海 文化期 (8-10世 紀)

ニ コ ラエブス コエ Ⅱ辻 跡 か ら小豆 が､ コンス タンチ ノフ カ遺跡 か らコム ギ､ オ

オム ギ､ キ ビ､ ア ワ､ モ ロコ シ､ エ ゴマ､ アサ､ 小豆､ 菜豆 が 出土｡
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文化の前身にあたる沿海地方のクロノフカ､ オ リギン文化に並行するアムール川 中流

～下流域のポ リツエ文化はキ ビ､ オオムギ､ マメ轍などの雑穀 を栽培 しブタの飼育を

行 っていたとしている｡ 後に続 く琳鞘文化の時代にも雑穀栽培､ ブタの飼育は受 け継

がれていたものと考 えられ､ 松山 (1986)によると､ 中国の 『随書』列停 46東夷 蘇

鞠の条の記載に､ アワ､ ムギ､ キビが藩め られるとい う｡ アム ール川中流域のポ リツ

エ ･琳鞠文化の遺跡か ら出土 したオオムギを実見 したことはないが､ 沿海地方のオ リ

ギン ･勘海文化の遺跡か ら出土 したものと鞍似 した形態のもの と推定される｡

まだ確証 には欠けるがこれ まで得 られた資料か らは､ 北海道北 ｡東部か らの大陸系

と推定され るオオムギは金属器､ ガラス製品､ ブタの飼育などと共にオホーツ文化の

集 団を媒介 として北海道に渡来 した可能性が最も強い｡ 持ち込 まれた栽培種はオオム

ギだけではこな く､ その中に北海道のみか ら出土するモ ロコシが含まれ､ アワ､ キ ビ､

アサなども伴っていた可能性があるが実態は不明である｡ 大陸系のオオムギは8世紀

の 目梨泊過跡出土のもが今の ところ最も古 く､ オホーツク文化の終末に近い9世紀兼,

の網走市ニ ッ岩遺跡の時期まで同種のオオムギ利用されていたのは確かである｡ この

タイプのオオムギはモロコシなどと共に､ 9世紀頃か ら道内各地に分布圏を拡大 し雑

穀栽培を行 った擦文文化の集団の作物 コンプ レックスの中に取 り込まれ､ 北海道北 ･

東部の10世紀か ら12世紀の過跡で栽培された可能性が強いのである｡

5.おわ りに

最近4年間にわたってロシア (旧ソ連)連邦極東地方 との間で実施 してきた文化交

流事業の概要について述べたが､ 各地の博物館､ 研究所をとりま く状況 は年を追 うご

とに感化 している｡ そのような中で我々の申し出に合意 し､ 共 同翻査が実現できた背

景 には各地 での研究者による並々な らない努力が隠れ ているものと思われる｡

だが､ 考古学研究の現状をみると､ 縮年にあたっての時代観 などにまだ大きな くい

ちがいが見 られ､ 現在使用されている文化編年をそのまま使用す るにはまだ抵抗が多

い｡ また､ 遺跡発掘調査にあたって 自然科学的研究をどう取 り入れてい くかといった

面 で､ 日本 との間に大きなギャップがあ り､ 今後､ 共 同研究を進める過程では自然科

学的な側面か らの協力が必要 となるであろう｡

自然科学の成果を応用 した各種の分析結果､ 遺跡か ら出土 した雑穀や堅呆 ･種実な

どを試料 とした年代測定億などの資料を蓄積 し､ 相対縮年結果 とも加味 しなが ら揺る

ぎない文化編年を構築することが今必要 とされている｡ 北海道 における雑穀農耕､ そ

して大陸との関係についての調査を進めている者 として､ 持ち帰ることが可能な微量

な試料か らの年代測定が可能 なタンデ トロン加速器質量分析計 による14C年代測定に

期待するものである｡
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Cutural exchangebetween HokkaidouandFar EasternofRussia･

Goro Yamada (HistcricalMuseumofHokkaido)

Si皿Ce1991,wehavebeencondtltingmrVeyatSeVeralarChaeologicalsitesinSakhalin,the

KurilIslandandthelowerreachsoftheAm urRiver.Thesesurveyswaremadepossiblebythe

‖Researchpro)ectofthehistoricalandcubralexchangeof也enorth.'betweentheSakhalinRe一

gionalMuseⅦ皿,KhavalOvskRegionalMuseum,FarEasternDivisionoftheRus由amAcademy

ofScience,RussiaandH由toriCalMbsetlJnOfHo比 aido,Japa皿･

h199I,ArchaeologiaIfieldresearchwascarriedoutbySakhahn,Japanease,U.S.A.andJa-

paneasearchaeol喝ists,illUrupIsland.Thesiteisl∝aledonthewestcoastofAletltkabayalong

thePacificcoastofUn)pisland.Thesitew asoccupiedbyAleuts弧dKodiakEskimoswhohad

beenrelocatedbytheRtlssian-Am edc糾lCompaJlyhthe19thce肋 r.Dqdgthe1991season,2

sitear easweresⅥⅣeyed,provisonally皿amedAleutkaBayAandB(Fig.2).

TheAleutkaBayA0011ecdo皿ismadeupofpoueryshardsandlithicartifacts･Thesepoaery

shardsareoftheSimotiLnOSaWa-t汀eWhichischronologicauyassignedtothefirsthalfofEpi-

Jomoncultw alperiod.

h1992,ArchaeologicalaAd馳mologicalfieldresearchwascarriedoutbyK血ⅤalovskReg-

ionalMuseⅦnaJldHistoricalMuseumofHokkaidoi皿thelowerreachsoft血eAm urRiver.

Thesiteislocatedo皿thesouthcoastofUdullakeinthelowerreachsofAm tlr,且am edKaL

chom III.WeexcavatedbothapitdwellingdatingtoVosnesenovkaculnlre(B.C.2500-2500)

a且dapitdwellingddingtoUrilcdture(B.C.1,000-7(氾)at也eKalchom IIIsite･Thissite

isfromNeo比hicperiodtoIronperiod.

ItisinportaJ止to皿OdcethatSusuyatypeandEpi-JomontypeF aeryshardscamefromiand

IIlayersoftheKalchomIIIsite.TheyarechronQlogiganyas軸nedtotheEpi-JpmOnPeriodi皿

Japan.ⅠtbecomesClearthatH血 doisrelatedtotheAm urregionatthttime･

IconsidersthatsoJneCdhvaEedplantsciLmefromFareastqnofRussiatoHokkaidobythe

peoplesofαhotskculture,widlanotherardfacts.h1993Jcoddresewchfor culdvdd plant

remainsdlatW aS enlCWaLedfromallySitesinf机mOrSkh Russia.TheserenaiJuarePreservedin

instituteofHist∝γ,ArchaeologyandEthnographyofthePeoplesofFiLrEast,Fareastem Divis-

ionOfRussianAcademyofsciences.

icouldfotlndo且etypeHdrdetzLZZSP.,itseemtOresemblethatw asOkhotskcdcureandSaL

sumonculturewhichisfrequeI山lyyieldedinNor也 andEastHo比aido.
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